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料

第３次補正予算

震
災
復
興
対
策
費
に

　

   

９
兆
２
４
３
８
億
円

具
体
的
な
復
興
へ  

一歩
前
進

　

政
府
が
国
会
に
提
出
し
た
第

３
次
補
正
予
算
案
が
２
０
１
１

年
11
月
21
日
に
成
立
、
全
12
兆

１
０
２
５
億
円
の
う
ち
９
兆
２

４
３
８
億
円
を
震
災
復
興
対
策

費
と
し
て
計
上
し
た
。
こ
の
内

の
東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金

（
１
兆
５
６
１
２
億
円
）
を
被

災
地
の
自
治
体
が
自
由
に
使
う

２０１１年度第３次補正予算案の概要
（▲震災関連経費。一般政策経費と別枠で管理。）

長洞団地担当の支援員の皆さん

こ
と
が
で
き
、
復
興
事
業
に
関

わ
る
地
方
自
治
体
の
費
用
の
全

額
を
地
方
交
付
税
交
付
金
（
１

兆
６
６
３
５
億
円
）
で
補
填
で

き
る
。
予
算
案
を
受
け
、
そ
れ

ぞ
れ
の
被
災
自
治
体
が
、
復
興

計
画
を
ま
と
め
て
い
る
。

　

震
災
か
ら
８
ヶ
月
以
上
が
過

ぎ
て
成
立
し
た
今
回
の
第
３
次

補
正
予
算
案
に
は
復
旧
復
興
を

視
野
に
入
れ
た
項
目
が
多
数
盛

り
込
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
の
緊
急

対
策
の
フ
ェ
ー
ズ
か
ら
、
復
旧

復
興
に
向
け
た
対
策
へ
の
期
待

が
高
ま
っ
て
い
る
。
復
興
計
画

の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
高

台
移
転
に
関
し
て
は
各
自
治
体
、

地
元
住
民
と
の
合
意
形
成
な
ど

に
腐
心
し
て
い
る
状
況
だ
が
、

専
門
部
署
を
設
置
す
る
自
治
体

が
出
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
懸

案
事
項
が
具
体
的
に
前
進
し
始

め
て
い
る
。

建
・
経
営
安
定
の
た
め
の
融
資

費
用
」
と
し
て
６
７
１
６
億
円

が
用
意
さ
れ
た
。
ま
た
、「
復

興
・
円
高
の
た
め
の
雇
用
対

策
」
と
し
て
総
額
３
９
２
５
億

円
、
う
ち
被
災
地
の
雇
用
創
出

の
た
め
に
１
５
１
０
億
円
が
確

保
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、

年
度
予
算
で
は
な
く
、
最
大
３

年
間
に
渡
っ
て
支
援
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
被
災
企
業
の
事
業

再
開
、
被
災
失
業
者
の
再
就
職

を
期
待
す
る
も
の
だ
。
し
か
し
、

単
に
仕
事
が
増
え
れ
ば
雇
用
が

生
ま
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
こ

ろ
に
難
し
さ
が
あ
る
。
実
の
と

こ
ろ
被
災
地
の
求
人
数
自
体
は
、

震
災
前
よ
り
増
え
て
い
る
が
、

応
募
者
は
依
然
と
し
て
少
な
い
。

こ
の
傾
向
は
被
災
三
県
全
体
で

見
ら
れ
、
求
人
数
が
増
加
す
る

一
方
で
、
求
職
者
は
６
月
の

16
・
４
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少

し
て
い
る
。

　

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
は
、
雇
用
創
出
者
が
、
被
災

　

第
３
次
補
正
予
算
で
は
、
雇

用
創
出
の
た
め
「
中
小
企
業
や

農
林
漁
業
者
な
ど
の
事
業
再

地
域
で
ど
う
い
っ
た
事
業
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
被
災
失

業
者
が
ど
う
い
っ
た
仕
事
を
求

め
て
い
る
の
か
を
把
握
す
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、

復
興
需
要
に
関
連
し
て
、
製
造

業
や
警
備
、
福
祉
な
ど
の
雇
用

が
増
え
て
い
る
一
方
で
、
女
性

で
も
就
け
る
仕
事
が
少
な
い
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
仕
事

と
求
職
者
の
ニ
ー
ズ
に
乖
離
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
こ
う
い
っ
た
雇

用
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

行
政
と
民
間
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

（
等
団
体
）
が
協
業
し
て
問
題

に
あ
た
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
被

災
失
業
者
や
被
災
企
業
側
が
雇

用
に
対
す
る
声
を
上
げ
る
こ
と

も
重
要
だ
。

被
災
者
雇
用
で
仮
設
住
宅
運
営

大
船
渡
市
の「
支
援
員
」
モ
デ
ル
が
話
題
に

Ｗ
Ｅ
Ｂ
通
販
で
産
業
盛
り
上
げ

通
販
サ
イ
ト
「
復
興
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
」

用
し
た
事
業
で
、
大
船
渡
市
の

被
災
者
を
中
心
に
約
80
名
の
雇

用
が
う
ま
れ
た
。
採
用
さ
れ
た

彼
ら
の
呼
称
は
「
支
援
員
」。

仮
設
住
宅
の
担
当
世
帯
を
毎
日

見
回
り
、
住
民
１
人
１
人
に
声

を
か
け
る
こ
と
で
防
犯
、
防
災

や
、
精
神
の
安
定
、
悩
み
ご
と

の
解
消
に
役
立
っ
て
い
る
。

　

大
船
渡
市
内
に
は
、
37
箇
所
、

約
１
８
０
０
戸
の
仮
設
住
宅
が

建
設
さ
れ
、
入
居
者
は
約
４
５

０
０
人
。
同
じ
市
民
と
は
い
え
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
地
区
地
域

か
ら
集
ま
っ
た
世
帯
が
暮
ら
し

始
め
た
こ
と
で
、
当
初
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り
の
希
薄

さ
が
問
題
視
さ
れ
て
い
た
。
被

災
に
よ
る
気
持
ち
の
落
ち
込
み

と
も
相
ま
っ
て
、
な
か
な
か
近

所
の
人
と
会
話
を
し
な
い
、
孤

立
し
て
い
く
世
帯
が
見
ら
れ
た
。

高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
場
合
、

最
悪
の
ケ
ー
ス
、
孤
独
死
に
つ

な
が
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
た
。

　

こ
の
事
業
で
誕
生
し
た
「
支

援
員
」
も
多
く
が
被
災
者
。
う

ち
３
割
が
仮
設
住
宅
に
住
ん
で

い
る
。
そ
の
よ
う
な
、
住
民
に

と
っ
て
身
近
で
シ
ン
パ
シ
ー
を
感

じ
る
「
支
援
員
」
が
毎
日
顔
を

見
せ
声
を
か
け
て
く
れ
る
。
シ

ン
プ
ル
に
見
え
る
こ
の
モ
デ
ル

は
、
被
災
者
の
新
た
な
雇
用
に

と
ど
ま
ら
ず
、
仮
設
住
宅
の
心

の
つ
な
が
り
と
安
心
を
つ
く
り

だ
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

＝
４
・
５
面
の
【
特
集
】
へ

　

岩
手
県
北
上
市
が
国
の
緊
急

雇
用
創
出
基
金
の
枠
組
み
を
利

　

被
災
地
が
目
指
す
産
業
復
興
。

し
か
し
現
地
の
企
業
や
商
店
は
、

住
民
の
購
買
力
低
下
の
た
め
商

品
が
な
か
な
か
売
れ
な
い
状
況

に
苦
心
し
て
い
る
。

　

ヤ
フ
ー
な
ど
15
の
企
業
・
組

織
は
昨
年
12
月
、
被
災
地
の
商

品
を
全
国
に
ネ
ッ
ト
販
売
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
復
興
デ
パ
ー

ト
メ
ン
ト
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

こ
れ
は
産
地
直
送
品
や
伝
統
工

芸
品
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
商
品

を
集
め
た
仮
想
百
貨
店
。
多
く

の
消
費
者
が
、
よ
り
質
の
良
い

も
の
を
求
め
る
傾
向
に
あ
る
中
、

東
北
発
の
本
当
に
良
い
も
の
を
、

熱
い
想
い
を
添
え
て
消
費
者
に

向
け
て
発
信
す
る
。

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
構
築
は
「
ヤ

フ
ー
！
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
の
シ
ス

テ
ム
を
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
形

に
。
現
在
、
被
災
地
の
新
規
出

店
者
を
対
象
に
初
期
費
用
・
月

額
手
数
料
の
無
料
化
、
売
上
ロ

イ
ヤ
リ
テ
ィ
の
低
減
（
一
律

３
％
）
が
行
わ
れ
て
お
り
、
出

店
者
は
初
期
費
用
ゼ
ロ
で
通
販

ビ
ジ
ネ
ス
を
開
始
で
き
る
。

ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
初
心
者
へ
は

教
育
、
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は inform

ation@
fukko-departm

ent.jp

ま
で
。

数字から見る被災者

インターネット百貨店「復興デパートメント」
http://fukko-department.jp/index.html

雇
用
の
創
出
が
カ
ギ

１　東日本大震災関係経費 117,335億 円

　(1) 災害救助等関係経費 941億 円

　(2) 災害廃棄物処理事業費 3,860億 円

　(3) 公共事業等の追加 14,734億 円

　(4) 災害関連融資関係経費 6,716億 円

　(5) 地方交付税交付金　 16,635億 円

　(6) 東日本大震災復興交付金 15,612億 円

　(7) 原子力災害復興関係経費 3,558億 円

　(8) 全国防災対策費 5,752億 円

　(9) その他東日本大震災関係経費 24,631億 円

　(10) 年金臨時財源の補てん 24,897億 円

２　その他の経費 3,210億 円

3 　Ｂ型肝炎関係経費 480億 円

合計 121,025億 円

※① 2011 年 12 月 26 日現 在、国土 交 通
省調べ　② 2011 年 12 月 15 日現在、政府・
東日本大震災復興対策本部調べ

①応急仮設住宅戸数
②県外への避難者数

岩手県
①１３，９８４戸
②１，５４５人

宮城県
①２２，０９５戸
②８，５９７人

福島県
①１６，２２６戸
②５９，９３３人
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２
０
１
５
年
３
月
に
被
災
地
で
の
緊

急
雇
用
制
度
は
終
わ
る
。
復
興
に
向
け

た
外
か
ら
の
支
援
や
制
度
は
３
年
後
に

は
な
く
な
る
。
真
の
意
味
で
「
復
興
」

を
果
た
す
に
は
、
３
年
以
内
に
長
期
に

わ
た
っ
て
機
能
す
る
社
会
シ
ス
テ
ム
が
被

災
各
市
町
村
で
確
立
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
。
民
間
と
行
政
、
被
災
地
内
外
と

い
っ
た
区
分
と
関
係
な
く
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
行
政
・
企
業

が
一
丸
と
な
っ
て
地
域
に

コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
課
題
も
多
い
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
長

期
に
わ
た
り
活
動
す
る
た
め
の
資
金
・

人
材
が
不
十
分
で
あ
り
、
活
動
数
は
昨

年
５
月
の
10
分
の
１
程
度
に
減
っ
て
い
る
。

行
政
と
の
情
報
連
携
が
十
分
で
は
な
く
、

支
援
に
偏
り
も
み
ら
れ
る
。
行
政
に
よ

る
支
援
は
、
道
路
・
港
湾
整
備
な
ど

ハ
ー
ド
面
は
強
い
が
、
雇
用
支
援
な
ど

見
え
に
く
い
ソ
フ
ト
面
で
の
支
援
は
遅
れ

が
見
ら
れ
る
。
慢
性
的
な
マ
ン
パ
ワ
ー

不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、
他
セ
ク

タ
ー
と
の
連
携
は
進
ん
で
い
な
い
。
企

業
の
支
援
活
動
も
広
報
面
で
の
成
果
が

強
調
さ
れ
、
復
興
に
実
際
ど
の
程
度
貢

献
で
き
た
か
の
評
価
は
不
十
分
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
長
期
的
に
機
能
す
る
支
援

も
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
カ

タ
リ
バ
は
、
放
課
後
学
習
支
援
の
ナ
イ

ト
ス
ク
ー
ル
を
宮
城
県
と
岩
手
県
で
運

営
し
て
い
る
。
現
地
教
育
委
員
会
と
共

催
し
、
地
元
教
育
関
係
者
を
雇
用
し
た

持
続
性
の
高
い
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

岩
手
県
大
船
渡
市
で
は
県
・
大
船
渡

市
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
人
材
派
遣
会
社
が
連

携
し
、
仮
設
住
宅
支
援
事
業
を
運
営
し

て
い
る
。
国
の
制
度
を
活
用
し
て
、
ノ
ウ

ハ
ウ
は
民
間
が
提
供
し
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
新
し
い
モ
デ
ル
を
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
立
ち
上
げ
る
力
を
有
す
る
。
行

政
や
他
団
体
の
動
き
を
理
解
し
た
上
で
、

持
続
で
き
る
支
援
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。
大
手
企
業
・
財
団
は
実
践
的
な
ノ

ウ
ハ
ウ
や
資
金
力
を
持
つ
。
Ｐ
Ｒ
面
で

の
成
果
だ
け
で
な
く
、
復
興
に
向
け
て

意
味
の
あ
る
指
標
を
設
定
し
、
戦
略
的

に
民
間
団
体
を
評
価
・
支
援
す
る
こ
と

を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。
市
町
村
は
復

興
の
主
体
と
し
て
の
役
割
が
大
き
い
が
、

意
思
決
定
や
事
業
実
施
を
独
力
で
行
う

心
は
既
に
弱
く
、
復
興
の

言
葉
を
出
せ
ば
煙
た
が

ら
れ
る
。
そ
の
中
で
、
引

き
続
き
復
興
に
関
係
す

る
方
々
の
役
割
は
大
き
い
。
改
め
て
そ

う
し
た
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
す
る
と
共

に
、
相
互
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
さ
せ

て
頂
き
た
い
。

（
藤
沢 

烈　

一
般
社
団
法
人
Ｒ
Ｃ
Ｆ
復

興
支
援
チ
ー
ム
代
表
理
事
、
東
日
本
大

震
災
復
興
対
策
本
部
非
常
勤
ス
タ
ッ
フ
。

facebook:

藤
沢
烈
、twitter:@retz

）

ロ
ー
ン
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
れ
が
事
業
主
の
再

起
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
と
の
指

摘
が
多
い
。

　

昨
年
11
月
の
参
議
院
本
会
議

で
は
、
こ
の
二
重
ロ
ー
ン
問
題
の

解
決
の
た
め
に
「
東
日
本
大
震

災
事
業
者
再
生
支
援
機
構
」
を

設
立
し
、
政
府
保
証
枠
と
し
て

５
千
億
円
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ

と
が
閣
議
決
定
し
た
。　

　

支
援
機
構
は
本
年
３
月
11
日

ま
で
に
設
立
さ
れ
、
支
援
基
準

や
債
券
の
買
収
価
格
の
算
定
方

法
な
ど
も
設
立
日
ま
で
に
発
表

さ
れ
る
予
定
だ
。
震
災
後
既
に

新
規
融
資
を
受
け
て
い
る
事
業

主
も
対
象
に
な
る
。
支
援
期
間

は
最
長
15
年
間
で
、
そ
の
間
、

債
務
処
理
や
つ
な
ぎ
融
資
、
新

規
事
業
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
の
支

援
が
受
け
ら
れ
る
。

を
賃
貸
契
約
し
て
い

た
場
合
、
損
壊
な
ど

へ
の
保
障
も
受
け
取

れ
な
い
。
さ
ら
に
、

も
と
も
と
銀
行
な
ど

の
金
融
機
関
か
ら
借

金
を
負
っ
て
い
る
こ
と

が
多
い
経
営
者
は
、

再
起
を
決
意
し
よ
う

に
も
、
新
規
の
借
り

入
れ
に
よ
っ
て
震
災

前
・
震
災
後
の
二
重

う
な
事
業
主
は
、
被
災
に
よ
る

被
害
が
実
は
一
番
深
刻
と
も
言

わ
れ
て
い
る
。
経
営
者
は
雇
用

さ
れ
て
い
な
い
た
め
失
業
保
険

が
お
り
な
い
う
え
、
店
舗
な
ど

　

被
災
地
復
興
へ
の
大
き
な
課

題
の
一
つ
と
し
て
問
題
視
さ
れ
て

い
る
の
が
、
事
業
主
の
二
重
ロ
ー

ン
問
題
。
震
災
前
に
事
業
を
営

み
従
業
員
を
雇
用
し
て
い
た
よ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
行
政
・
企
業
の
さ
ら
な
る
連
携
が
、　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

被
災
地
復
興
の
鍵
と
な
る

住
民
の
リ
ピ
ー
ト
率
向
上
と

　

県
外
客
へ
の
目
玉
づ
く
り
が
鍵
に

５
０
０
０
円
。
現
在
の
客
層
は

全
体
で
は
地
元
と
県
外
で
半
々

だ
が
、
中
に
は
ほ
ぼ
常
連
客
と

い
う
店
も
あ
る
と
い
う
。

余
力
は
な
い
。
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
高
い

民
間
組
織
の
力
を
活
か
し
な
が
ら
復
興

計
画
を
推
進
す
べ
き
だ
。
こ
れ
ら
を
通

じ
て
各
セ
ク
タ
ー
が
一
同
に
会
し
、
持

続
的
で
意
義
あ
る
支
援
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

２
０
１
１
年
が
終
わ
り
、
３
月
11
日

の
一
周
忌
も
す
ぐ
に
過
ぎ
る
。
一
般
の
関

東
日
本
大
震
災
事
業
者
再
生
支
援
機
構
法

二
重
ロ
ー
ン
問
題
に
５
千
億
円

●赤い羽根共同募金「災害ボラン
ティア・ＮＰＯ活動サポート募金」
第６次募集

【対象団体】被災者への救援・支
援活動を行うボランティアグルー
プ・ＮＰＯ法人・社会福祉法人・
学校法人・公益法人など。任意団
体の場合は構成員５名以上。【対
象事業】被災者を支援するボラン
ティア活動等全般。２０１１年３
月１１日から２０１３年３月３１
日までの活動にかかわる費用で、
他の機関・団体等から助成を受け
ていない費用が対象。すでに終了
した活動もさかのぼって応募可
能。【補助金額】短期（おおむね
１か月未満）の活動の場合５０万
円以内。中長期 ( １か月以上 ) の
活動の場合３００万円以内。【必
要書類】短期活動の場合は、(1)
応募書 ( 支出報告には１万円以上
の支出の領収書写しを添付 )(2) 団
体資料（規約または会則、定款の
いずれか、団体のパンフレット )
(3）活動記録 ( ニュースレターま
たは活動報告書、ホームページま
たはブログのＵＲＬ )。(2)・(3) は
既存のものがある場合でよい。中
長期活動の場合は、(1) 応募書（領
収書は事後の精算で送付）(2) 規
約または会則、定款のいずれか (3)
事業計画 (4) 今年度の予算書もし
くは前年度の決算書 (5) 団体のパ
ンフレット (6) 活動記録（ニュー
スレターまたは活動報告書、ホー
ムページまたはブログのＵＲＬ）。
(5)・(6) は既存のものがある場合
でよい。【応募方法】フォームか
ら入力 http://www.akaihane.or.jp/
er/p6.html ※入力不可能な場合の
み郵送にて受付。【第６次応募締
切】２０１２年１月３１日 ( 火 )
必着【問い合わせ】社会福祉法人 
中央共同募金会企画広報部（ボラ
サポ担当）〒 100-0013 東京都千
代田区霞が関 3-3-2 新霞が関ビル
５階　℡ 03(3581)3846　E メール 
support@c.akaihane.or.jp

●財団法人ＪＫＡ　ＲＩＮＧ！Ｒ
ＩＮＧ！プロジェクト「平成２３
年度東日本大震災復興支援補助」
第２次募集

【対象団体】ＮＰＯ法人・学校法
人・社会福祉法人・更生保護法
人・財団法人・社団法人その他公
共的な法人および大学に所属す
る研究者。【対象事業】(1) 被災地
域及び被災者受入地域における
拠点づくり、生活支援活動、記
録・調査活動 (2) 被災者や被災地
域が行う復興 ( まちづくり・くら
しづくり ) 活動。原則として補

助事業内定日～２０１２年３月
３１日 ( 土 ) までに完了する事業。
２０１２年４月１日 ( 日 ) 以降の
事業実施については延長手続きが
必要。他の団体からの補助を受け
ている事業や同一事業者の複数事
業の申請は不可。【補助金額】１
事業あたり３００万円以内【提
出書類】(1) 補助金交付要望書 (2)
事前計画・自己評価書 (3) 補助事
業収支予算書 (4) 過年度における
収支決算の概要。様式はホーム
ページからダウンロード http://
ringring-keirin.jp/shinsei/shikata/
yoryo/koueki/h23_fukkosien_02.
html【応募方法】必要書類をメー
ル添付にて提出。【応募締切】目
安として２０１２年１月３１日
( 火 ) に締切を設けているが、補
助金交付決定金額が１億円に達
した際に締切。ホームページに
て告知される。【問い合わせ】財
団法人ＪＫＡ 補助事業グループ
公益・福祉振興チーム　〒 102-
8011 東京都千代田区六番町 4-6
英 全 ビ ル　 Ｅ メ ー ル fukkou23-
2yobo@keirin-autorace.or. jp    
FAX 03(3512)1277 ※件名は「平
成２３年度東日本大震災復興支援
補助第２次募集について」とする
こと。

●Ｊ C ＩＥ東日本大震災復興支
援プログラム「メットライフ ア
リコ社員寄付 子ども支援プログ
ラム」

【対象団体】日本国内に拠点を持
ち、活動する非営利団体。団体の
法人格の有無・種類、活動年数は
問わない。【対象事業】被災した
子どもを支援する活動、被災地
での子育てに関わる人々の取り
組みで、２０１２年４月１日～
２０１３年３月３１日の１年以内
に行われる活動。【補助金額】1
件あたり３０万～１００万円以
内 【提出書類】応募用紙・様式は
ホームページからダウンロード
http://www.jcie.or.jp/japan/cn/
kodomo/　※１０万円以上の物
品購入・改修等には簡単な見積書
または値段のわかる資料の添付が
必要。【応募方法】必要書類をメー
ル添付にて提出。メール送信がで
きない場合のみ郵送でも受付。【応
募締切】２０１２年１月３１日
( 火 ) 必着【問い合わせ】( 公財 )
日本国際交流センター Ｊ C ＩＥ 
メットライフ アリコ 子ども支援
プログラム事務局 〒 106-0047 東
京都港区南麻布 4-9-17　E メール 
kodomo@jcie.or.jp 

現在受付中の補助金・助成金情報

東日本大震災事業者再生支援機構の概要
（内閣府資料を元に作成）

第４次補正予算

11 月にオープンした「復興屋台村 気仙沼横町」。
提灯が訪れた人の気持ちを盛り上げる。

震災の資料コーナーも併設され、
広々した敷地の「おらが大槌復興食堂」。

　

今
後
の
課
題
は
、
各
商
店
の

売
り
上
げ
を
追
求
し
た
う
え
で

の
「
村
」
と
し
て
の
連
帯
。
現

在
、
全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
毎

週
開
く
ほ
か
、
定
期
的
に
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
宣
伝
と
集
客
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
12
月
に
行
っ

た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
点
灯
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
ユ
ニ
セ
フ
の
主

催
で
プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
美

大
生
２
０
０
０
人
が
協
力
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
。
東
京
や

仙
台
計
７
箇
所
に
続
き
最
後
の

設
置
会
場
と
な
っ
た
屋
台
村
に

は
多
く
の
取
材
陣
が
訪
れ
た
。

　

今
後
も
続
々
と
オ
ー
プ
ン
す

る
被
災
地
の
商
店
街
や
屋
台
村
。

土
地
や
設
備
を
整
え
、
ビ
ジ
ネ

ス
が
始
動
し
て
か
ら
が
本
当
の

勝
負
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
す

で
に
営
業
し
て
き
た
施
設
の
中

に
は
客
が
来
な
い
、
売
れ
な
い

と
い
う
問
題
を
抱
え
る
所
も
あ

る
。
ど
れ
だ
け
地
元
住
民
の

フ
ァ
ン
を
増
や
し
リ
ピ
ー
ト
率

を
上
げ
て
い
く
か
、
目
玉
商
品

や
画
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
ど
れ
だ
け
県
外
に
効
果
的
に

宣
伝
で
き
る
か
に
工
夫
が
求
め

ら
れ
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

商
品
企
画
、
宣
伝
、
ウ
ェ
ブ
制

作
等
の
分
野
は
、
皆
の
知
恵
の

出
し
合
い
と
ノ
ウ
ハ
ウ
あ
る

人
々
か
ら
の
支
援
に
よ
っ
て
、

ま
だ
ま
だ
大
き
な
可
能
性
が
あ

り
そ
う
だ
。

　
「
地
元
の
人
々
に
美
味
し
い

食
事
を
届
け
よ
う
」。「
県
外
か

ら
の
客
を
呼
び
込
ん
で
地
元
経

済
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
」。
被

災
地
域
各
地
で
新
た
な
食
堂
・

屋
台
村
・
商
店
街
の
オ
ー
プ
ン

が
続
い
て
い
る
。
集
客
の
秘
訣

と
今
後
の
課
題
は
な
に
か
。

ン
バ
ー
内
に
い
た
元
営
業
マ
ン

か
ら
土
木
工
、
電
気
屋
、
漁
業

関
係
者
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
プ
ロ

が
得
意
分
野
で
一
斉
に
、
協
力

し
な
が
ら
動
い
た
。
１
つ
で
も

外
部
業
者
に
発
注
し
て
い
た
ら

間
に
合
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。

乗
せ
た
「
お
ら
が
丼
」
特
別
価

格
５
０
０
円
（
現
在
は
８
０
０

円
）
を
目
玉
に
、
メ
ニ
ュ
ー
は

４
種
類
で
ス
タ
ー
ト
。
各
地
か

ら
の
取
材
も
相
次
ぎ
、
11
月
の

売
り
上
げ
は
１
０
０
万
円
を
超

え
た
と
い
う
。
最
近
加
え
た
新

メ
ニ
ュ
ー
は
２
つ
、「
が
っ
つ
ら

丼
」
と
名
づ
け
た
豚
丼
と
、
野

菜
た
っ
ぷ
り
の
「
ぜ
ー
ご
カ

レ
ー
」
各
５
０
０
円
。
が
っ
つ

ら
は
地
元
の
言
葉
で
す
ご
く
・

た
く
さ
ん
を
表
し
、
ぜ
ー
ご
は

田
舎
を
表
す
。
地
元
か
ら
の
愛

着
と
、
県
外
の
人
か
ら
の
好
奇

心
を
喚
起
し
た
い
ね
ら
い
だ
。

ま
た
夜
の
部
と
し
て
串
揚
げ
屋

を
プ
レ
オ
ー
プ
ン
。
酒
も
提
供

す
る
と
あ
っ
て
昼
間
と
は
違
う

若
い
層
の
集
う
場
に
な
り
つ
つ

あ
る
と
い
う
。
食
堂
の
店
長
を

よ
う
に
、
値
段
が
手
頃
な
も
の

や
日
替
わ
り
の
定
食
も
考
え
た

い
」
と
、
営
業
担
当
の
小
川
淳

也
さ
ん
は
「
た
と
え
ば
お
ら
が

丼
を
県
外
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と
コ

ラ
ボ
し
て
提
供
す
る
、
冷
凍
や

チ
ル
ド
の
商
品
を
開
発
し
て
販

売
す
る
な
ど
、
県
外
の
人
に

も
っ
と
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

施
策
に
も
挑
戦
を
し
た
い
」
と
、

今
後
へ
の
意
欲
を
話
す
。

務
め
る
岩
間
美

和
さ
ん
は
「
地

元
の
リ
ピ
ー

タ
ー
が
増
え
る

各地で続々オープンする
復興食堂・商店街の課題とは

　

岩
手
県
大
槌
町
で
昨
年
11
月

11
日
（
い
い
鮭
の
日
）
に
開
店

し
た
の
は
、「
お
ら
が
大
槌
復

興
食
堂
」。
地
元
の
有
志
で
立

ち
上
げ
た
一
般
社
団
法
人
・
お

ら
が
大
槌
夢
広
場
が
、
緊
急
雇

用
創
出
事
業
の
枠
組
み
で
被
災

者
を
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
13
名
採

用
し
実
現
し
た
。
土
地
探
し
か

ら
建
設
、
保
健
所
の
申
請
に
食

材
の
調
達
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
準

備
が
あ
る
中
、
話
が
決
ま
っ
て

か
ら
約
１
週
間
で
開
店
に
こ
ぎ

つ
け
た
と
い
う
。
そ
れ
を
可
能

に
し
た
の
は
異
業
種
連
携
。
メ

　

イ
ク
ラ
、
サ
ケ
、
メ
カ
ブ
を

　

同
じ
く
11
月
、
宮
城
県
気
仙

沼
町
に
堂
々
22
軒
の
テ
ナ
ン
ト

を
擁
し
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は

「
復
興 

屋
台
村 

気
仙
沼
横
丁
」。

立
ち
上
げ
に
奔
走
し
た
事
務
局

長
の
小
野
寺
雄
志
さ
ん
は
当
時

を
振
り
返
り
「
あ
と
２
ヶ
月
は

早
く
開
店
で
き
た
は
ず
」
と
話

す
。
市
役
所
の
担
当
者
と
協
力

し
て
中
小
企
業
整
備
基
盤
機
構

へ
建
設
許
可
を
申
請
し
て
い
た

の
だ
が
、
同
事
例
の
ノ
ウ
ハ
ウ

が
無
い
た
め
か
質
問
へ
の
回
答

が
滞
る
な
ど
の
時
間
的
ロ
ス
が

あ
っ
た
と
い
う
。

　

完
成
し
た
各
テ
ナ
ン
ト
は
、

カ
ウ
ン
タ
ー
や
シ
ン
ク
な
ど
最

低
限
の
設
備
を
整
え
た
上
で
引

渡
し
、
の
れ
ん
や
そ
の
他
必
要

な
物
は
各
店
舗
で
準
備
し
た
。

使
用
料
は
飲
食
店
が
月
額
４
万

５
０
０
０
円
、
物
販
店
が
３
万

　

フ
ァ
ン
を
増
や
す
工
夫

　

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軽
く
準
備

　

大
き
な
施
設
な
り
の
苦
労

　

村
と
し
て
の
連
帯
と
集
客
を

売
り
上
げ
施
策
へ
の
可
能
性

１２月１６日～１月１１日

来年度予算案　
復興費２兆２千５００億円
政 府 は 来年 度 予算 案 を 決 定、
今年度の次補正予算の合計約
１５兆円とあわせ当初５年の「集
中復興期間」に必要な額をおお
むね手当てした。

復興特区法、成立
１１道県の２２２市町村を対象
に、民間企業に漁業権の規制緩
和や新規立地企業を対象にした
法人税の５年間免除などが盛り
込まれた。

自衛隊、被災地から完全撤収
防衛省は被災地に派遣されてい
た自衛隊員を全面的に撤収する
ことを決定した。派遣された隊
員は約９ヶ月でのべ 1066 万人。

 一次避難所の受け入れ
３県でゼロに
福島県で最後の避難所が閉鎖し
た。これで岩手県、宮城県含めて、
東北３県全ての避難所が閉鎖し
たことになる。

高台移転へ合意はじまる
宮城県岩沼市に続き、岩手県釜
石市では同市唐丹（とうに）町
花露辺（けろべ）地区の住民と、
県内初となる高台への移転の合
意がなされた。

商店街、屋台村、続々
福島県いわき市「夜明け市場」、
宮城県気仙沼市仮設商店街、岩
手県大槌町「マスト」、同県大船
渡市屋台村などが各地で相次ぎ
開業した。

JR 常磐線　
原ノ町〜 相馬間で運転再開
一部区間で不通が続いている福
島県内ＪＲ常磐線のうち、原ノ

町～相馬間の約 20 キロで９カ月
ぶりに運転が再開された。

いわてＤＣ
観光客８００万人目標
4 ～ 6 月に行われる JR グループ
の観光企画「いわてディスティ
ネーションキャンペーン」。期間
中の観光客の目標が８００万人
に設定された。

ホヤ種苗の採取開始
壊滅的被害をうけたホヤの養殖
再開に向けて、宮城県の女川町
で種苗を人工的に採取する試み
が開始された。

名取・閖上アカガイ震災後
初の水揚げ
震災により漁が停止していた宮
城 県 名取市・閖上（ゆりあげ）
漁港で、アカガイ漁が１０ヶ月ぶ
りに再開された。

福島第一原発
工程表ステップ２終了
政府は冷温停止状態を確認し
発電所の事故そのものは収束に
至ったと事故収束を宣言したが、
収束という表現に対しては批判
の声もあがった。

政府事故調が中間報告
政府の事故調査委員会は、津波
への備えや非常時における原子
炉の冷却対応において東京電力
に対応の甘さがあったと指摘す
る中間報告を行った。

８県１０２市町村にて
除染実施へ
環境省は東北と関東地方の８県
１０２市町村を「汚染状況重点
調査地域」に指定、国の財政負
担で自治体が放射性物質の除染
を行うと発表した。

漁業

政策

原子力・放射能

生活・街づくり

産業復興
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地元住民主体型モデル

やりがいを感じる声多数

女性や高齢者が活きる地元雇用

　

多
く
の
仮
設
住
宅
団
地
が
抱
え
る
運
営
上
の
共
通
課
題
。

引
き
こ
も
り
や
孤
立
世
帯
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
自
治
会
醸
成
の

難
し
さ
、
活
用
さ
れ
な
い
集
会
所
、
集
約
・
解
決
で
き
ず
山

積
す
る
住
民
の
困
り
ご
と
等
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
仕
組
み
で

解
決
し
て
い
る
大
船
渡
仮
設
住
宅
団
地
の
運
営
体
制
に
注
目

し
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
地
元
雇
用
に
よ
る
住
民
サ
ポ
ー
ト
と

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
蓄
積
だ
っ
た
。

　
「
大
船
渡
仮
設
住
宅
支
援
員

配
置
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
こ

の
事
業
を
立
ち
上
げ
た
の
は
岩

手
県
北
上
市
、
支
援
先
と
し
て

手
を
挙
げ
た
の
が
大
船
渡
市

だ
っ
た
。
経
緯
は
、
北
上
市
の

地
域
自
治
分
野
で
活
動
し
て
い

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
い
わ
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
―
Ｎ
Ｅ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
等
の
中

心
メ
ン
バ
ー
が
、
震
災
後
に
い

わ
て
連
携
復
興
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ

Ｆ
Ｃ
）
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
に

始
ま
る
。
Ｉ
Ｆ
Ｃ
は
北
上
市
と

協
働
支
援
協
定
を
結
び
、
被
害

が
大
き
く
機
能
低
下
し
て
い
た

沿
岸
自
治
体
に
代
わ
っ
て
北
上

市
が
事
務
を
執
る
か
た
ち
で
事

業
計
画
を
作
成
。
こ
れ
に
い
ち

早
く
希
望
を
出
し
た
大
船
渡
市

に
支
援
を
開
始
し
た
。
事
業
案

が
持
ち
上
が
っ
た
の
が
２
０
１

１
年
６
月
下
旬
、
７
月
下
旬
に

公
募
、
８
月
上
旬
に
採
択
さ
れ
、

人
材
募
集
を
開
始
、
９
月
１
日

に
は
業
務
開
始
と
い
う
ス
ピ
ー

ド
感
だ
っ
た
。
９
月
か
ら
今
年

３
月
ま
で
の
７
ヶ
月
間
で
、
事

業
費
計
画
は
１
億
５
０
０
０
万

円
ほ
ど
に
な
る
。

　

本
事
業
で
は
、
仮
設
住
宅
住

民
の
生
活
支
援
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
の
た
め
に
「
支
援

員
」
と
呼
ば
れ
る
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
を
約
80
名
、
支
援
員
を

ま
と
め
る
地
区
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

を
７
名
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
専

門
員
を
４
名
、
大
船
渡
市
在
住

の
被
災
者
を
中
心
に
「
緊
急
雇

用
採
用
創
出
事
業
」
の
枠
組
み

で
採
用
し
た
。
採
用
・
管
理
に

関
し
て
は
民
間
の
人
材
派
遣
会

社
、
㈱
ジ
ャ
パ
ン
ク
リ
エ
イ
ト

に
委
託
。
月
給
15
～
19
万
円
と

市
内
の
基
本
給
で
は
高
い
方
で

あ
り
、
女
性
や
高
齢
者
で
も
働

け
る
職
種
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
約
80
人
の
募
集
に
対
し
１
５

０
人
の
応
募
が
あ
っ
た
。
面
接

の
結
果
採
用
さ
れ
た
の
は
、
う

ち
３
割
が
仮
設
住
宅
住
民
、
７

割
が
女
性
だ
っ
た
。

　

も
と
も
と
住
民
自
治
の
ノ
ウ

ハ
ウ
の
あ
っ
た
北
上
市
が
大
船

渡
市
の
各
部
署
や
社
協
と
協
力

し
、
ジ
ャ
パ
ン
ク
リ
エ
イ
ト
が

人
材
募
集
・
教
育
・
管
理
で
力

を
発
揮
、
さ
ら
に
Ｉ
Ｆ
Ｃ
が
外

部
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
団
体
と
つ
な
げ

て
い
く
。
つ
ま
り
行
政
・
民
間

企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
垣
根
を
越
え

て
連
携
し
た
復
興
支
援
の
形
だ
。

　

大
船
渡
市
に
建
設
さ
れ
た
仮

設
住
宅
団
地
は
、
37
箇
所
、
計

約
１
８
０
０
戸
。
入
居
者
は
約

４
５
０
０
人
。
６
つ
に
分
け
ら

れ
た
地
区
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
規

模
に
合
わ
せ
て
支
援
員
６
～
22

名
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
１
～
２
名

が
配
属
さ
れ
た
。
支
援
員
は
、

平
日
朝
８
時
半
か
ら
夕
方
５
時

半
ま
で
各
地
区
の
集
会
所
に
管

理
人
と
し
て
基
本
常
駐
し
な
が

住
民
を
つ
な
ぐ

支
援
員
の
活
躍

県
を
ま
た
い
だ

支
援
事
業

長洞地区の集会所（上）。集会所の壁も賑やかに（中）。
コールセンター（下）は９月からの開設で対応のノウハウも
かなり蓄積された。

大船渡市の雇用創出＆　 
【特集】 仮設住宅運営とコミュニティ醸成を考える

にぎわう集会所

問題解決で育まれる信頼

　

な
か
な
か
利
用
さ
れ
ず
、
支

援
物
資
置
き
場
と
し
て
の
活
用

に
留
ま
っ
て
い
る
例
さ
え
あ
る

仮
設
住
宅
地
の
集
会
所
だ
が
、

大
船
渡
で
は
支
援
員
が
毎
日
の

活
動
拠
点
と
し
て
常
駐
す
る
こ

と
で
、
勤
務
時
間
帯
は
常
に
住

民
に
解
放
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
誰
も
が
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
憩
い
の
場
、

情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
集
会

所
に
新
た
な
に
ぎ
わ
い
が
生
ま

れ
て
い
る
。
壁
に
は
各
地
か
ら

届
い
た
応
援
の
絵
手
紙
や
、
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
の
報
告
が
楽
し

い
写
真
と
と
も
に
貼
り
出
さ
れ
、

ホ
ー
ル
内
に
は
支
援
員
と
住
民

の
明
る
い
笑
い
声
が
響
く
。
学

校
か
ら
帰
っ
た
子
供
た
ち
も
立

ち
寄
っ
て
い
く
な
ど
、
常
に
人

が
居
る
温
か
な
「
空
気
」
が
さ

ら
に
人
を
引
き
寄
せ
て
い
る
と

分
か
る
。

　

さ
ら
に
、
生
活
の
中
心
に
集

会
所
が
あ
り
、
支
援
員
が
管
理

人
の
役
割
を
発
揮
す
る
こ
の
モ

デ
ル
は
、
住
民
に
と
っ
て
防
犯

の
面
で
も
役
割
を
果
た
す
。
大

船
渡
市
の
要
請
に
よ
り
、
仮
設

住
宅
地
へ
の
来
訪
者
の
出
入
り

Ｐ
Ｏ
代
表
で
集
ま
る
情
報
共
有

会
を
運
営
し
、
根
本
的
問
題
に

つ
い
て
は
そ
こ
で
解
決
の
糸
口

探
す
こ
と
も
。
成
田
さ
ん
は

「
自
分
が
い
な
く
な
っ
て
も
全
て

の
業
務
と
問
題
解
決
を
現
地
の

人
々
で
行
え
る
よ
う
に
」
と
常

に
裏
方
に
徹
す
る
よ
う
心
が
け

な
が
ら
奔
走
す
る
。

　

あ
く
ま
で
地
元
住
民
を
主
役

に
「
つ
な
が
り
と
な
り
わ
い
の

再
生
」
を
目
指
す
大
船
渡
の
仮

設
住
宅
運
営
。
現
在
は
各
集
会

所
へ
の
パ
ソ
コ
ン
設
置
も
完
了
し
、

段
階
的
に
実
施
し
て
き
た
支
援

員
へ
の
パ
ソ
コ
ン
研
修
に
よ
っ
て

迅
速
な
情
報
共
有
が
可
能
に

な
っ
た
。
住
民
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環
境
も

整
っ
た
。
今
後
は
、
外
部
か
ら

の
イ
ベ
ン
ト
支
援
に
加
え
、
住

民
主
体
の
催
し
の
積
極
的
開
催

や
、
自
治
会
設
立
、
会
報
の
作

成
な
ど
を
通
じ
て
、
各
団
地
内

の
よ
り
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸

成
を
目
指
し
て
い
く
。

人
が
集
う

空
気
づ
く
り

ら
、
交
代
で
１
人
に
つ
き
30
世

帯
ほ
ど
の
担
当
世
帯
を
毎
日
訪

問
し
声
か
け
を
実
施
し
て
い
る
。

仮
設
住
宅
の
生
活
に
関
す
る

様
々
な
相
談
に
乗
っ
た
り
、
各

戸
を
つ
な
い
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

強
化
を
図
る
役
割
だ
。
地
区
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
支
援
員
と
連
携

し
、
働
き
や
す
い
環
境
作
り
や

課
題
の
吸
い
上
げ
、
調
整
を
行

う
。
最
近
は
支
援
員
の
中
か
ら

も
や
り
が
い
を
感
じ
る
声
が
多

く
上
が
っ
て
い
る
。「
声
か
け
で

笑
顔
が
増
え
た
お
年
寄
り
が
い

て
嬉
し
い
」、「
会
話
の
輪
が
ご

近
所
同
士
に
も
広
が
っ
て
き
た
」

な
ど
、
毎
日
通
う
こ
と
で
信
頼

関
係
を
築
け
て
い
る
様
子
が
伺

え
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
被
災
者

の
生
活
の
お
手
伝
い
役
と
し
て

働
く
支
援
員
、
そ
の
多
く
が
同

じ
く
被
災
者
で
あ
る
点
だ
。
住

民
か
ら
は
親
し
み
を
持
っ
て
受

け
入
れ
ら
れ
、
人
の
役
に
立
ち

た
い
と
奮
闘
す
る
姿
が
地
域
に

元
気
を
与
え
て
い
る
。

は
集
会
所
に
あ
る
「
受
付
票
」

に
よ
っ
て
一
括
管
理
す
る
こ
と
に
。

集
会
所
が
仮
設
住
宅
団
地
の
玄

関
と
し
て
機
能
す
る
形
だ
。
こ

れ
に
よ
り
、
当
初
住
民
の
悩
み

の
声
と
し
て
多
く
あ
が
っ
て
い
た
、

業
者
の
戸
別
訪
問
や
押
し
売
り
、

悪
質
商
法
へ
の
不
安
も
大
き
く

軽
減
さ
れ
た
。

　

市
内
で
最
も
多
い
３
０
８
戸

が
整
備
さ
れ
た
猪
川
町
・
長
洞

団
地
の
集
会
所
に
は
年
中
無
休

の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ

問
題
集
約
す
る

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

れ
た
。
専
任
ス
タ
ッ
フ
２
名
以

上
が
常
駐
し
、
大
船
渡
の
全
仮

設
住
宅
民
と
外
部
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
を
一
手
に
受
け
つ
け
、

行
政
機
関
や
民
間
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
ぐ
等
の
対
応
を
行
う
。
雨

漏
り
の
修
繕
要
請
か
ら
生
活
の

細
か
な
相
談
ま
で
、
電
話
の
内

容
は
多
岐
に
渡
る
が
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
と
ノ
ウ
ハ
ウ
蓄
積
に

よ
っ
て
対
応
は
徐
々
に
効
率
的

に
。
最
近
は
住
民
側
で
も
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
に
聞
く
べ
き
内
容

か
担
当
支
援
員
に
相
談
す
る
内

容
か
、
切
り
分
け
が
自
然
に
で

き
つ
つ
あ
り
、
運
営
が
し
や
す

く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
。

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
も
解
決

が
難
し
い
問
題
が
上
が
っ
て
く

る
場
合
も
往
々
に
し
て
あ
る
。

そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
、

本
事
業
の
採
用
と
管
理
を
担
当

す
る
人
材
派
遣
会
社
の
社
員
で

あ
り
、
統
括
担
当
の
新
田
恵
市

さ
ん
だ
。
新
田
さ
ん
は
、
住
民

同
士
の
人
間
関
係
に
ま
つ
わ
る

よ
う
な
複
雑
な
問
題
で
も
、

個
々
の
感
情
に
寄
り
添
い
な
が

ら
時
間
を
か
け
て
解
決
し
て
い

く
。
も
う
１
人
の
サ
ポ
ー
ト
役

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
．

の
「
右
腕
募
集
」
で
派
遣
さ
れ

た
成
田
好
孝
さ
ん
。
東
京
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し

て
働
い
て
き
た
経
験
を
生
か
し
、

全
体
を
見
な
が
ら
問
題
の
再
発

防
止
や
仕
組
み
と
し
て
の
解
決

に
取
り
組
む
。
２
週
間
に
一
度
、

県
、
市
の
職
員
、
社
協
、
警
察
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
Ｎ

陰
で
支
え
る

サ
ポ
ー
ト
役

運営をサポートする右腕派遣の成田さん（左）と、統括担当の新田さん（右）

地区マネージャーと支援員の活動拠点分布図
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福
島
復
興
の
た
め
に 

１
０
０
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を

「
場
」
づ
く
り
を
目
指
す
若
き
志
士
達

　

地
震
と
津
波
被
害
に
加
え
原

発
事
故
に
よ
る
放
射
線
汚
染
、

そ
れ
に
伴
う
人
口
流
出
や
風
評

被
害
。
多
岐
に
わ
た
る
複
雑
な

課
題
に
直
面
し
て
い
る
福
島
県

に
お
い
て
、「
未
来
の
た
め
に
」

を
合
い
言
葉
に
イ
ベ
ン
ト
等
を

通
じ
た
情
報
発
信
、
お
よ
び
情

報
連
携
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
の
が
、

Link with 

ふ
く
し
ま
だ
。

　

活
動
は
大
き
く
２
つ
の
方
向

性
で
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、

「10,000 Voices

」
と
題
し
た

リ
サ
ー
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
世

界
中
か
ら
集
め
た
テ
ー
マ
に
対

発
見
を
す
る
試
み
だ
。
も
う
１

つ
は
「100Actions
」
と
題
し

て
の
福
島
復
興
ア
ク
シ
ョ
ン
創

造
の
た
め
の
「
場
」
を
つ
く
る

事
で
問
題
解
決
を
し
て
い
く
も

の
。
具
体
的
に
は
復
興
に
つ
な

が
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
創
出
を

目
的
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

講
演
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

る
。
中
で
も
昨
年
12
月
11
日
に

主
催
し
た
「
ふ
く
し
ま
未
来

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
で
は
、
自
治

体
職
員
や
復
興
活
動
を
行
う
市

民
団
体
、
研
究
者
か
ら
学
生
や

主
婦
ま
で
総
勢
１
０
０
名
を
超

え
る
参
加
者
と
共
に
、
雇
用
、

復
興
特
区
、
産
業
、
等
の
分
野

に
別
れ
て
「
福
島
の
未
来
の
た

め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
」
を
考
え
る

大
規
模
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
っ
た
。

　

同
団
体
の
代
表
管
家
さ
ん
は

大
学
院
生
。
思
い
を
語
る
口
調

は
謙
虚
だ
が
、
力
強
い
。
若
い

力
で
未
来
を
創
る
動
き
が
あ
る

事
こ
そ
が
、
福
島
の
希
望
あ
る

未
来
な
の
だ
ろ
う
。

　

政
府
と
東
京
電
力
は
、
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
１
～
４
号

機
の
廃
炉
に
つ
い
て
、
廃
炉
完

了
を
30
～
40
年
後
と
す
る
工
程

表
を
発
表
し
た
。

　

11
月
よ
り
東
電
と
経
産
省
に

よ
っ
て
策
定
が
進
め
ら
れ
て
き

た
こ
の
工
程
表
で
は
、
廃
炉
に

向
け
た
作
業
と
そ
の
た
め
に
必

要
な
技
術
開
発
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

全
行
程
を
３
段
階
に
区
分
し
、

第
１
期
で
４
号
機
の
燃
料
取
り

出
し
着
手
（
２
年
以
内
）、
第

２
期
に
溶
融
燃
料
の
取
り
出
し

人
材
を
歓
迎
す
る
。

　

こ
の
講
座
は
立
教
大
学
構
内

で
週
３
回
・
平
日
夜
に
開
講
し
、

社
会
人
も
受
講
可
能
。
２
年
間

（
最
長
４
年
間
で
修
了
す
る
長

期
履
修
学
生
制
度
あ
り
）
で
修

士
号
「
政
策
課
題
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
災
害
復
興
）」
を
取
得
で
き
る
。

忙
し
い
人
の
た
め
に
聴
講
制
度

も
検
討
し
て
い
る
。【
出
願
期

間
】
２
０
１
２
年
１
月
23
日

（
月
）
～
２
月
１
日
（
水
）【
試

験
日
】
２
月
13
日
（
月
）【
募

集
人
数
】
５
名
程
度

　

震
災
が
起
き
た
当
時
、
私
は

新
潟
県
十
日
町
市
の
小
さ
な
集

落
に
い
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
し
て
３
年
間
取
り
組
ん

だ
集
落
の
事
業
立
ち
上
げ
に
区

切
り
が
つ
き
３
月
末
で
契
約
完

了
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
。

い
く
つ
か
の
巡
り
合
わ
せ
が
重

な
り
、
17
日
か
ら
「
つ
な
プ
ロ
」

の
現
地
本
部
長
と
し
て
宮
城
県

に
入
っ
た
の
を
皮
切
り
に
、
以

来
被
災
地
復
興
に
関
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
、
瓦
礫

撤
去
、
避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅

へ
等
フ
ェ
ー
ズ
の
移
行
に
伴
い
、

状
況
も
刻
々
と
変
化
し
新
た
な

課
題
も
生
ま
れ
ま
す
。
地
理
的

に
孤
立
し
が
ち
な
仮
設
住
宅
団

地
。
み
な
し
仮
設
や
在
宅
避
難

の
人
々
に
届
き
に
く
い
支
援
。

支
援
慣
れ
・
依
存
。
今
後
は
雇

用
の
問
題
も
は
っ
き
り
と
浮
上

し
て
く
る
は
ず
で
す
。

　

今
思
う
の
は
「
復
興
は
被
災

し
た
方
た
ち
が
主
役
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
支
援

者
は
「
自
分
の
し
た
い
支
援
」

で
は
な
く
、
被
災
し
た
方
々
が

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
や
す
い
よ
う
に

「
さ
り
げ
な
く
」
支
え
る
の
が

理
想
だ
と
思
い
ま
す
。
地
域
の

方
々
と
共
に
汗
を
か
き
、
共
に

未
来
を
考
え
る
努
力
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
簡
単
で
は
な
く
、
正

解
も
な
く
、
現
場
で
真
剣
に
考

え
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

昨
日
ま
で
必
要
だ
っ
た
支
援
で
も

「
こ
れ
は
本
当
に
ま
だ
必
要
か
」

と
常
に
問
い
直
す
こ
と
も
重
要

で
す
。
例
え
ば
、
子
ど
も
た
ち

が
本
当
に
元
気
に
な
る
の
は
、

実
は
親
に
仕
事
が
あ
っ
て
毎
日

ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
こ
と
が
一
番

か
も
し
れ
な
い
。
物
資
の
支
援

や
手
厚
く
ケ
ア
さ
れ
る
こ
と
よ

り
も
大
切
な
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
復
興
の
鍵
と
な

る
の
は
、
地
域
の
主
体
的
な

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
す
。
町
内
会

や
婦
人
会
、
地
域
の
寄
り
合
い

な
ど
の
地
縁
組
織
と
外
部
か
ら

の
支
援
者
と
が
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

を
軸
に
連
携
し
地
域
に
「
自

治
」
を
生
み
だ
す
こ
と
が
復
興

の
加
速
装
置
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

被
災
者
の
生
活
を
支
え
て
き

た
雇
用
保
険
の
失
業
手
当
の
給

付
期
間
が
満
了
を
迎
え
始
め
て

い
る
。
厚
生
労
働
省
の
集
計
に

よ
る
と
、
被
災
３
県
で
１
月
と

２
月
に
給
付
が
切
れ
る
受
給
者

は
４
０
０
０
人
以
上
。
３
月
以

降
も
多
数
の
給
付
切
れ
が
出
る

見
込
み
だ
。
ま
た
被
災
地
の
求

人
は
建
設
・
土
木
・
警
備
な
ど

復
興
関
連
が
多
く
、
女
性
や
中

高
年
向
け
の
仕
事
は
少
な
い
。　

　

こ
う
し
た
人
々
の
雇
用
を
支

え
る
事
業
の
創
出
が
求
め
ら
れ

る
中
で
、
政
府
は
被
災
地
で
の

復
興
を
推
進
す
る
た
め
、
起
業

を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
。

　
「
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別

区
域
法
案
」、
い
わ
ゆ
る
復
興

特
区
法
案
が
、
２
０
１
１
年
12

月
７
日
に
可
決
さ
れ
た
。
被
災

地
の
雇
用
創
出
を
促
進
す
る
た

め
、
法
人
税
特
別
控
除
な
ど
の

制
度
が
あ
る
。
中
で
も
注
目
す

べ
き
は
、
被
災
地
に
お
け
る
新

規
立
地
新
設
企
業
を
５
年
間
、

実
質
的
に
無
税
と
す
る
措
置
だ
。

被
災
者
を
５
名
以
上
雇
用
す
る

な
ど
の
条
件
を
満
た
し
た
法
人

が
、
所
得
を
再
投
資
等
準
備
金

と
し
て
積
み
立
て
た
時
は
、
積

立
額
を
損
金
算
入
で
き
る
。

　

二
つ
め
は
内
閣
府
の
「
復
興

支
援
型
地
域
社
会
雇
用
創
造
事

業
」。
３
次
補
正
予
算
で
32
億

円
が
計
上
さ
れ
た
。
こ
の
事
業

を
通
じ
本
年
度
に
被
災
地
で
６

０
０
名
の
起
業
者
が
生
ま
れ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

経
済
産
業
省
は
、
被
災
地
域

に
お
け
る
雇
用
拡
大
、
創
業
な

ど
に
係
る
融
資
の
拡
充
の
た
め

の
予
算
運
用
を
始
め
た
。
融
資

元
の
日
本
政
策
金
融
公
庫
は

「
新
規
開
業
資
金
」
の
利
率
を
、

１
０
０
０
万
円
を
上
限
に
０
・

５
～
１
・
４
％
引
き
下
げ
る
ほ

か
、「
新
創
業
融
資
制
度
」
を

拡
充
（
資
限
度
額
を
引
き
上
げ
、

融
資
期
間
を
延
長
）
す
る
。
被

災
地
で
の
創
業
に
際
し
有
利
な

資
金
調
達
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
厚
生
労
働
省
の

「
重
点
分
野
雇
用
創
造
事
業
」

の
基
金
が
、
被
災
地
で
２
０
０

０
億
円
積
み
増
し
さ
れ
た
。
被

災
者
を
雇
用
す
る
場
合
、
こ
の

基
金
を
活
用
し
て
人
件
費
を
確

保
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　

こ
う
し
た
制
度
を
活
用
し
て

起
業
し
や
す
い
仕
組
み
が
整
い

つ
つ
あ
る
。
事
業
を
通
じ
て
社

会
貢
献
に
携
わ
り
た
い
社
会
起

業
家
が
、
数
多
く
現
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

復
興
の
主
役
は
被
災
し
た
方
た
ち
。

「
さ
り
げ
な
い
」
支
援
者
を
目
指
そ
う

新
た
な
事
業
で
雇
用
と
復
興
を
支
え
よ
う

起
業
を
支
援
す
る
制
度
続
々

　

高
い
主
体
性
を
持
っ
た
地
域

の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
は
、
ど
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
１
割
は
存
在

し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
を
丹
念
に
発
掘
し
、

つ
な
げ
、
さ
り
げ
な
く
支
援
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。「
自
治

会
」
と
い
う
公
式
な
も
の
に
加

え
、
ど
の
地
域
に
も
い
る
「
世

話
焼
き
お
ば
さ
ん
」
の
よ
う
な

存
在
も
見
逃
す
こ
と
な
く
、
復

興
と
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に

も
つ
な
が
る
や
わ
ら
か
な
自
治

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
各
地
に
生
ま
れ

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

中
間
支
援
的
な
「
み
や
ぎ
連

携
復
興
セ
ン
タ
ー
」
と
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
直
接
支
援
す
る

「
復
興
応
援
団
」
と
、
私
に
は

二
つ
の
顔
が
あ
り
ま
す
が
一
日

も
早
い
復
興
の
た
め
に
引
き
続

き
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

が
続
い
て
い
る
状
況
だ
。
県
に

よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
水
産
物
の

放
射
性
物
質
検
査
に
お
い
て
暫

定
基
準
値
で
あ
る
５
０
０
ベ
ク

レ
ル
／
キ
ロ
を
超
え
る
結
果
が

出
て
い
る
た
め
で
、相
馬
市
沖
で

検
討
さ
れ
て
い
た
今
年
１
月
の

底
引
き
網
漁
の
試
験
操
縦
も
見

送
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
漁
業
の
早
期

復
興
の
た
め
に
官
民
で
支
援
が

続
け
ら
れ
て
い
る
。
国
土
交
通

省
、
農
林
水
産
省
等
と
連
携
し

な
が
ら
漁
港
運
営
に
必
要
な
設

備
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
の
は
、

社
団
法
人
「
東
北
漁
業
再
開
支

援
基
金
」。
キ
ヤ
ノ
ン
や
三
菱
商

事
を
は
じ
め
と
し
た
企
業
や
小

泉
進
次
郎
代
議
士
が
協
賛
者
に

名
を
連
ね
、
冷
凍
冷
蔵
コ
ン
テ

ナ
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
の

施
設
を
各
地
に
提
供
し
て
い
る
。

ま
た
第
三
次
補
正
予
算
で
は

「
漁
業
・
養
殖
業
復
興
支
援
事

業
」
と
し
て
８
１
７
億
円
が
計

上
さ
れ
、
地
域
の
復
興
計
画
に

基
づ
き
再
建
を
行
う
事
業
者
の

経
費
を
ま
か
な
う
「
が
ん
ば
る

漁
業
復
興
支
援
事
業
、「
が
ん
ば

る
養
殖
復
興
支
援
事
業
」
な
ど

を
通
じ
た
直
接
的
な
資
金
支
援

も
可
能
と
な
っ
た
。

　

新
年
が
開
け
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
各
県
の
漁
業
。
１

月
４
日
に
は
各
地
の
魚
市
場
で

初
競
り
が
行
わ
れ
、
威
勢
の
良

い
か
け
声
と
と
も
に
本
格
復
興

の
年
を
祈
願
し
た
。

　

震
災
か
ら
10
ヶ
月
が
経
と
う

と
し
て
い
る
が
、漁
業
の
復
興
状

況
は
各
県
で
大
き
な
隔
た
り
を

見
せ
て
い
る
。岩
手
県
は
11
年
度

の
県
漁
連
の
販
売
取
扱
い
額
で

前
年
度
比
63
％
減
と
落
ち
込
み

は
あ
る
が
、
加
工
施
設
の
早
期

復
旧
に
よ
り
３
割
減
程
度
と
し

た
サ
ン
マ
な
ど
、明
る
い
材
料
も

多
い
。
県
漁
連
は
年
末
に
発
表

し
た
中
期
経
営
計
画
に
お
い
て

14
年
度
を
め
ど
に
海
草
類
や
貝

類
な
ど
の
販
売
を
震
災
前
の
水

準
に
戻
す
方
針
と
し
て
い
る
。

　

宮
城
県
は
塩
釜
港
を
除
い
た

主
要
漁
港
の
水
揚
げ
高
で
前
年

比
70
～
80
％
減
と
い
う
厳
し
い

状
況
で
あ
り
、
水
揚
げ
に
直
結

す
る
冷
凍
庫
や
加
工
場
の
再
稼

働
、
お
よ
び
原
発
事
故
に
関
す

る
風
評
被
害
へ
の
対
応
が
、今
後

の
復
活
の
鍵
と
な
っ
て
く
る
。

　

最
も
困
難
な
状
況
に
あ
る
の

は
福
島
県
。
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
の
影
響
に
よ
り
、

未
だ
沿
岸
漁
業
の
操
業
の
自
粛

団体概要：福島出身の若者を中心として福島の復興を目指す団体。
福島や全国の企業・行政・NPO・個人などの関係者と link し、
福島の復興を目指す。
E メール：link.with.fukushima@gmail.com

し
て
、
福

島
の
若
者

が
リ
サ
ー

チ
ャ
ー
に

な
り
現
場

の
声
を
吸

い
上
げ
、

市
民
主
導

型
で
問
題

着
手
（
10
年
以
内
）、
溶
融
燃

取
り
出
し
完
了
と
原
子
炉
や
建

屋
の
解
体
の
完
了
す
る
第
３
期

は
最
長
40
年
か
か
る
計
画
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
遠
隔
操
作
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
の
新
技
術
の
導
入
検
討
や
、

廃
炉
作
業
の
進
捗
状
況
を
点
検

す
る
部
署
・
会
議
を
設
置
す
る
。

今
後
は
こ
の
新
工
程
表
に
従
っ

て
作
業
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
が
作
業
前
倒
し
の
要
望
も

強
く
あ
り
、
実
現
の
た
め
の
人

材
確
保
と
技
術
開
発
双
方
に
課

題
は
残
る
。

東京電力発表の中長期ロードマップの概要各地で漁や養殖、市場の再開が始まっている

「ふくしま未来ミーティング」の様子 ※団体 HP より

代表で現役慶応大学院生の管家元志さん

４
月
よ
り
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト（
立
教
大
学
）で

「
ふ
く
し
ま
復
興
学
」を
開
講

災
害
復
興
の
人
材
を
育
成
す
る

第１期 第２期 第３期

２年以内 １０年以内 ３０〜４０年後

使用済核燃料プー
ル内の燃料の取り
出し開始
( ２年以内 )

追加的放出および
事故後発生放射性
廃棄物による敷地
境界における実行
線量１mSv/ 年未満

燃料デブリ取り出
しに向けた研究開
発および除染作業
着手 

全号機の使用済燃
料プール内燃料の
取り出し終了

燃料デブリの取り
出し開始
 

滞留水処理の完了

燃料デブリの取り
出し完了
( ２０〜２５年後 ) 

廃 止 措 置 の 完 了
( ３０〜４０ 年後 )

 
放射性廃棄物の処
理・処分の実施

Link with ふくしま
ＮＰＯをはじめとした頑張ってる団体をピックアップ ① 福島大学

①

み
や
ぎ
連
携
復
興
セ
ン
タ
ー

事
務
局
長
、
一
般
社
団
法
人 

・

復
興
応
援
団
代
表
理
事
　

佐
野 

哲
史
さ
ん
（
37
）

復興の友たちへ
オピニオン

①

　

４
月
よ
り
福
島
大
学
の
地
域

政
策
科
学
研
究
科(

修
士
課

程)

が
「
ふ
く
し
ま
復
興
学
」

と
銘
打
ち
「
政
策
課
題
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
災
害
復
興
）」
の
東
京

サ
テ
ラ
イ
ト
を
立
教
大
学
池
袋

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
講
。
第
一
期

生
を
募
集
す
る
。

　

地
域
政
策
科
学
研
究
科
は
、

こ
れ
ま
で
も
地
域
社
会
が
抱
え

る
問
題
へ
の
実
践
的
な
介
入
と

体
系
化
を
行
う
と
同
時
に
、
人

材
の
育
成
を
し
て
き
た
研
究
科

だ
。
そ
れ
が
、
今
回
の
３
１
１

以
降
の
一
連
の
災
害
と
原
発
事

故
な
ど
の
新
た
な
問
題
に
取
り

組
む
た
め
に
作
っ
た
の
が
「
ふ

く
し
ま
復
興
学
」。
地
域
政
策

に
関
わ
る
研
究
機
関
と
し
て
、

こ
れ
ら
の
新
た
な
問
題
へ
の
知

見
を
積
み
重
ね
て
い
く
と
と
も

に
、
教
育
機
関
と
し
て
災
害
復

興
に
関
わ
る
人
材
を
育
成
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

東
京
に
サ
テ
ラ
イ
ト
を
開
講

す
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
一
連
の
課

題
が
福
島
だ
け
に
留
ま
ら
な
い

全
世
界
的
な
問
題
で
あ
る
た
め
。

東
京
を
中
継
地
と
し
て
県
外
に

門
戸
を
開
き
、
連
携
し
て
行
く

こ
と
を
意
識
。「
ふ
く
し
ま
復

興
学
」
は
、
学
問
的
に
は
新
分

野
で
も
あ
る
た
め
「
何
か
を
教

え
て
も
ら
え
る
」
と
い
う
よ
り
、

研
究
生
と
し
て
「
復
興
の
た
め

に
こ
う
い
う
こ
と
を
研
究
し
た

い
／
体
系
化
し
た
い
」
と
い
う

マ
イ
ン
ド
を
持
ち
、
福
島
大
学

が
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
地

域
政
策
科
学
研
究
科
や
震
災
支

援
な
ど
知
見
を
活
用
し
て
共
に

研
究
を
進
め
て
行
け
る
よ
う
な

福
島
第一原
発
廃
炉
に 

最
長
40
年

復興状況、各県で大きな隔たり
漁業の現状と今後

問 い 合 わ せ【 入 試 に つ い て 】 福 島 大 学 入 試 課 ℡
024(548)8064　【東京サテライトについて】福島大学行政
政策学類支援室 ℡ 024(548)8253　当該の内容に関するＵ
ＲＬ http://www.ads.fukushima-u.ac.jp/category/satellite 

履修科目一覧（予定）

履修分野 科目 内容

共通科目 地域特別研究（Ⅰ）～（Ⅱ） ふくしま復興

地域政策科学入門 地域政策の基礎

地方行政 地方行政特殊研究 防災行政

地方行政特殊研究 地域再生

地方行政特殊研究 環境法制

地方行政特殊研究 復興計画

社会経済法 社会経済法特殊研究 法社会

社会経済法特殊研究 信託法制

行政基礎法 行政基礎法特殊研究 災害法制

行政基礎法特殊研究 賠償法制

行政基礎法特殊研究 行政法制

社会計画 社会計画特殊研究 社会福祉

社会計画特殊研究 地域福祉

社会計画特殊研究 地域社会

社会計画特殊研究 社会統計

社会計画特殊研究 環境計画

地域文化 地域文化特殊研究 災害情報

地域文化特殊研究 ジェンダー

地域文化特殊研究 文化復興
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ン
」
を
６
回
行
っ
た
。
人
間
の
方

も
空
腹
に
な
る
。
最
近
は
沿
岸

部
で
も
食
べ
る
楽
し
み
が
出
て
き

た
の
が
嬉
し
い
。
特
に
、
本
州
最

大
の
面
積
を
誇
る
岩
手
県
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
に
惚
れ
込
ん
で
い
る
。

　

大
船
渡
市
の
洋
食
屋
「
サ
ン

ジ
ャ
ッ
ク
」（
大
船
渡
市
立
根
町

冷
清
水
16
／0192(27)0330

／
水
曜
定
休
）
は
移
転
し
、
９

月
27
日
に
営
業
を
再
開
し
た
。

ボ
リ
ュ
ー
ム
、
味
と
も
に
申
し

分
な
し
。
洋
食
屋
の
鏡
の
よ
う

な
店
だ
。

　

釜
石
市
の
「
工
藤
精
肉
店
食

堂
部
」（
釜
石
市
大
渡
町
１
―

１
―
２
／0193(22)3193

／
水
曜
定
休
）
は
震
災
後
い
ち

早
く
５
月
19
日
よ
り
営
業
を
再

開
し
て
い
る
。「
工
藤
精
肉
店

食
堂
部
」、
な
ん
と
男
性
的
で

ス
ト
レ
ー
ト
な
店
名
だ
ろ
う
か
。

精
肉
店
の
２
階
に
あ
る
食
堂
は
、

当
然
に
肉
系
の
メ
ニ
ュ
ー
が
オ

ス
ス
メ
。
味
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
視
覚
的
に
も

十
分
満
た
さ
れ
る
。
ぜ
ひ
カ
ツ

丼
を
試
し
て
欲
し
い
。

　

他
に
も
山
田
町
の
「
か
き
小

屋
」
な
ど
、
本
当
に
訪
れ
た
い

店
が
沿
岸
部
で
も
営
業
を
再
開

し
つ
つ
あ
る
。
花
巻
、
北
上
、

盛
岡
と
内
陸
の
食
も
侮
れ
な
い
。

車
は
「
満
タ
ン
」
に
し
て
も
走

れ
ば
空
に
な
る
が
、
な
ぜ
か
私

の
タ
ン
ク
は
弾
力
が
あ
り
、
取

材
の
度
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
以
上
燃
費
が
悪
く
な
ら
な

い
よ
う
気
を
つ
け
た
い
。（
Ｔ
）

　

今
号
の
取
材
で
は
、

岩
手
、
宮
城
、
福
島
と
、

時
計
周
り
に
２
回
転
し
、

走
行
距
離
約
２
８
０
０

キ
ロ
。
ガ
ソ
リ
ン
「
満
タ

　

死
者
・
行
方
不
明
者
が
住
民
の
１
割

近
く
に
お
よ
び
、
震
災
で
甚
大
な
被
害

を
被
っ
た
岩
手
県
大
槌
町
。
最
近
に
な

り
復
興
計
画
が
完
成
す
る
と
共
に
復
興

食
堂
や
仮
設
商
店
街
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
な
ど
が
相
次
ぎ
オ
ー
プ
ン
し

復
興
が
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
赤
崎
さ
ん

は
そ
の
ど
真
ん
中
で
活
躍
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
赤
崎
さ
ん
も
震
災
後
数
ヶ
月

は
「
何
を
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
か
っ

た
」
と
言
う
。
会
社
と
家
を
流
さ
れ
、

再
建
の
資
金
も
無
い
。
何
も
で
き
な
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
た
中
、
５
月
頃
か

ら
知
人
の
「
地
元
の
人
間
が
声
を
あ
げ

な
く
て
は
復
興
は
な
い
」
と
の
呼
び
か

け
に
賛
同
、
支
援
活
動
を
開
始
し
た
。

　

彼
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
。
隣
の

釜
石
市
を
拠
点
と
す
る
「
＠
リ
ア
ス
Ｎ

Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
で
は
大
槌

町
の
情
報
発
信
等
を
担
当
し
な
が
ら
、

復
興
食
堂
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
「
お
ら

が
大
槌
夢
広
場
」
で
理
事
を
勤
め
、

「
ゆ
い
っ
こ
」
大
槌
支
部
に
も
参
加
し
支

援
の
受
け
入
れ
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

一
住
民
と
し
て
は
、
大
槌
町
地
域
復

興
協
議
会
に
お
い
て
安
渡
地
区
の
会
長

と
し
て
会
議
を
取
り
ま
と
め
、
町
長
不

在
の
ス
タ
ー
ト
で
同
町
の
県
内
最
後
と

な
っ
た
復
興
計
画
の
策
定
に
貢
献
し
た
。

　

元
々
過
疎
化
に
苦
し
ん
で
お
り
震
災

後
の
人
口
流
出
も
重
な
る
大
槌
町
だ
が
、

「
厳
し
い
時
だ
か
ら
こ
そ
、
若
い
人
が
先

頭
に
立
た
な
く
て
は
。」
自
ら
の
行
動
で

そ
の
使
命
感
を
見
せ
て
い
る
。

＠リアス NPO サポートセンター他
赤
あ か ざ き

崎 友
と も ひ ろ

洋さん (33)

①

若い世代、先頭に立って復興を

ド
ロ
ッ
プ
す
る
と
ス
ト
リ
ー
ト

ビ
ュ
ー
画
面
に
。
震
災
前
の
画

像
が
撮
影
さ
れ
て
い
な
い
場
所

も
あ
る
が
、
画
面
右
上
の
タ
ブ
で

「
震
災
前
」「
震
災
後
」
を
切
り

替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
未
来
へ
の
キ
オ
ク
」　

http://www.miraikioku.com/
streetview/

　

被
災
地
域
の
震
災
前
と
後
の

様
子
を
、
パ
ノ
ラ
マ
写
真
「
ス

ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
」
で
見
ら
れ

る
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
特
設
サ
イ
ト

「
未
来
へ
の
キ
オ
ク
」
が
公
開
さ

れ
た
。
こ
れ
は
グ
ー
グ
ル
が
約

半
年
か
け
延
べ
４
万
４
０
０
０

km
を
撮
影
車
両
で
走
行
し
記
録

し
た
も
の
（
岩
手
県
21
市
町
村
、

宮
城
県
32
市
町

村
、
福
島
県
12

市
町
村
）。
見

た
い
エ
リ
ア
に

地
図
を
拡
大
し

て
近
づ
き
、
画

面
左
上
の
黄
色

い
人
の
マ
ー
ク

を
ド
ラ
ッ
グ
＆

「
東
北
復
興
新
聞
」
を
一
緒
に
つ
く
り
ま
せ
ん
か

情
報
・
ス
タ
ッ
フ
募
集
！

震
災
前
後
の
写
真
が
見
え
る

　
　
　

グ
ー
グ
ル「
未
来
へ
の
キ
オ
ク
」

　
「
東
北
復
興
新
聞
」
で
は
、

紙
面
に
掲
載
す
る
各
種
情
報
、

お
よ
び
新
聞
制
作
ス
タ
ッ
フ
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
情
報
募
集
】
福
島
・
宮
城
・

岩
手
３
県
で
復
興
に
取
り
組
む

行
政
担
当
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の

団
体
へ
向
け
、
発
信
・
共
有
し

た
い
取
り
組
み
・
イ
ベ
ン
ト
・

人
・
ア
イ
デ
ア
な
ど
。

【
ス
タ
ッ
フ
募
集
】
①
取
材
・
執

筆
・
撮
影
等
の
で
き
る
記
者

（
３
県
い
ず
れ
か
の
在
住
者
が

望
ま
し
い
が
他
県
在
住
で
も
可
。

プ
ロ
・
ア
マ
問
わ
ず
。
未
経
験

で
も
や
る
気
の
あ
る
方
歓
迎
。

経
験
、
記
事
内
容
、
文
字
量
に

よ
っ
て
原
稿
料
の
支
払
い
も
有
）

②
東
京
事
務
所
ス
タ
ッ
フ
（
情

報
リ
サ
ー
チ
・
記
事
編
集
・
校

正
お
よ
び
レ
イ
ア
ウ
ト
・
デ
ザ

イ
ン
の
サ
ポ
ー
ト
を
基
本
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
お
願
い
で
き
る
方
）

　

お
問
い
合
わ
せ
は
い
ず
れ
も

メ
ー
ル
でinfo@h-u-g.jp

ま
で
。

　

本
新
聞
の
題
字
を
書
い
て
下

さ
っ
た
の
は
、
宮
城
県
本
吉
郡

南
三
陸
町
ご
出
身
の
書
家
、
遠

藤
恭
子
さ
ん
。
以
前
よ
り
同
町

「
夢
大
使
」
と
し
て
牡
蠣
ツ

ア
ー
等
を
開
催
し
て
お
り
、
震

災
後
も
多
方
面
で
地
元
の
た
め

の
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

●北三陸くじ冬の市（岩手県）
【日時】１月２８日（土）１０時～１４

時【場所】岩手県久慈市／道の駅くじ周
辺【内容】毎月３と８のつく日に開催さ
れている「市日」と同時開催している冬
のイベント。全４回のうち、３回目の今
回は「ご当地グルメ大集合」がテーマに。
道の駅「くじ」など中心市街地を会場に、
久慈市の冬の味覚や風物、郷土芸能など

「久慈の冬」を楽しめるイベントが盛りだ
くさん。【℡】0194(52)2123（久慈市商
工観光課）
●南三陸志津川 寒鱈まつり復興市（宮城県）

【日時】１月２９日（日）９時～１３時
【場所】ベイサイドアリーナ特設会場【内

容】今が旬の志津川寒鱈祭りが開催され
ます。脂ののった寒鱈を丸々使った「ざっ
ぱ汁」など、冬の味覚が楽しめます。南

三陸だけでなく全国からも特産品が大集
合！【℡】090(7077)2550（復興市実行
委員会事務局）
●いちご狩り農園オープン（福島県）
いよいよいちご狩りシーズン到来。福島
県いわき市では、２つの農園でいちご狩
りを楽しめます。今年は復興応援感謝
キャンペーン特別料金で提供中！◉大野
観光いちご園【期間】１２月２３日～６
月９日（水曜定休）【開演時間】１０時
～１６時【場所】福島県いわき市四倉町
玉山字森内 23【℡】0246(33)3434 ◉田
人観光いちご園【期間】１月３日～６月
３０日（火・水曜定休）【開演時間】１０
時～１６時【場所】いわき市田人町旅人
字下平石 70【℡】0246(69)2448
※イベント情報随時募集中！掲載ご希望の方は
press@h-u-g.jp まで。

宮城県牡鹿郡女川町周辺 震災前 （上）震災後 （下）

球児の思い、町に届け

題
字
紹
介

大槌高校野球部。甲子園出場を誓い、
町を励ます。


